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〈ワークショップ 3〉

大学とダイバーシティ

同志社女子大学 現代社会学部 教授  塘　利枝子
佛教大学 仏教学部 准教授  坪井　　剛

コーディネーター

○本ワークショップのねらい
京都は以前から留学生の多い地域であったが、最近はさらに留学生数が増加しており、様々な文化的背

景をもつ学生との交流が大学教職員に求められている。日本語を母語とする学生だけではなく、多様な言語、
宗教、文化をもつ学生と関わり、大学内のダイバーシティを尊重する姿勢をもつことが、今後の大学の発
展にとっても必要であろう。多様な人材を育成する大学において、異文化とどのように向き合っていけば
よいのか。このことを考えていくために、大学の授業や日本人学生と留学生との交流イベントで簡単に行
うことができる異文化間教育に関するワークショップを紹介するとともに、実際にワークショップを体験
して、想像性を働かせながら新しい価値観を創造する楽しさを参加者と共有することを目的とした。

○報告の概要
前半は田中共子氏（岡山大学社会文化科学学域　教授）より、「留学交流の場で使えるワークショップの

方法」と題して、異文化間教育の立場から、留学生などとの様々なワークショップの方法をご紹介いただ
いた。

まず、ワークショップを計画する際には、設定（機会・対象・目的）や担当（講師・補助者・使用言語）・
環境（会場・物品・資料・配布物・広報・報告）などをトータルで考えておくべき必要があることを指摘
された。また、同じく計画する際に意識しておくべき背景モデルとして、①人間・集団・個人からなる人
間理解の三層モデルと、② 3 段階（文化への気付き・理解・対処）と 2 レベル（文化一般・文化特定）の
計６セルからなるＡＵＣ - ＧＳ学習モデルを紹介された。特に前者においては、三層をバランス良く認識し
ておくことが大切であること、後者については、個々のセルに関する説明やワークショップ、エクササイ
ズであっても、全体の構造の中でどの位置に当たるのかということを説明した上で実施するのが望ましい
ことに、それぞれ注意を促されている。

続いて上記、ＡＵＣ - ＧＳ学習モデルの６セルに対応するエクササイズの例とその効果・注意点について、
それぞれ説明された上で、その一つである「認知地図課題（ＡＧセル）」を参加者全員で試みた。その手順
は以下の通りである。まずワークシートの枠内に何も参照しないで世界地図を描いてもらった上で、実際
の世界地図と比較し、同じところや違うところを探していく。次に、他の人たちが描いた地図と見比べて、
共通点や異なっているところを見つけ、話し合うというものである。ここで、これらの相違点が何を表し
たものなのか、という問いを投げかけることで、受講生は自身の持っている世界認識を振り返るとともに、
世界には自分の親しんでいる場所以外にも多くの地域があり、他の文化と出会う可能性があることに改め
て気付いてもらうことができると説明された。

最後に、実際にワークショップを運営していく際には、形態や構成・学習内容といった面で運営の工夫
が必要であり、そのプランをまとめておくことでスムーズな実施が可能であるとして、計画シートの一例
をご紹介いただいた。

後半は岸 磨貴子氏（明治大学国際日本学部　教授）より、「アートと共創でひらくキャンパス多様性」
と題して、実際にワークショップを実施していただいた。最初に行ったのは、「マッピングミー」というア
クティビティである。これは「いま・ここ」を世界の中心とする地図をイメージし、「出身」「大事な場所」
や「将来行ってみたい場所」などをテーマに、参加者が自身の居場所と考える位置へ移動してもらうとい
うものである。移動した後に、近くの参加者とコミュニケーションを取ることで、互いの共通点を見出し
たり、自身のストーリーを紡いだりすることができる。こういった身体性を伴ったアクティビティを行う
ことで、参加者の姿勢を開くことができるとともに、新たな視点でカテゴリーを生み出し、他者を知るこ
とが可能となることが説明された。これに関して参加者からは、「ワークショップには苦手意識があったが、
やってみると楽しめた」や「自分がこんなにしゃべるとは思わなかった」といった感想が寄せられた。
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続いて、改めて本ワークショップの概要についての説明が行われた。具体的には、本ワークショップで
はアート手法を経験しながら、「他者」や「文化的・社会的背景」を深く理解する新たな方法論を提示する
ことで、より豊かなキャンパスコミュニティの創造を目指すものであるというものである。そして、カテ
ゴリーで他者を理解することには利点がある一方で、個人の多様性が見落とされてしまうという課題もあ
ることが指摘され、パフォーマティブなアプローチを行うことで、新しい価値や意味を作ることができる
こと、それによって、全員にとってちょうど良い・快適な場を作ることが可能となることが示された。

このことを実際に理解していくため、続いて「一筆書きで自己紹介」というワークに移った。これは、
自分の強みを「一筆書き」で表現し、ペアとなった参加者からその絵について質問してもらうというもの。
実際に行ってみると、質問に回答することで、描いたときには考えていなかった絵の意味や自身の強みを
見出すことができ、また、ペアとなる相手によって話す内容も異なることに気付かされる。ここから、多
様性が他者との関わりの中から生まれてくるものでもあることや、相手が話したいと思える質問をするこ
とも、多様性を考える重要なヒントになるのではないかとまとめられた。参加者からは、「改めて業務の中
で他者の話を聞くことが重要であると感じた」や「実は雑談が大切なのではないかと思った」という感想
が共有された。

続いて「１００％京都ＦＤフォーラム」というアクティビティを行った。これは、他者が作った問いに
対して、ＹＥＳ / ＮＯに分かれ、そのテーマについて参加者が自分の意見を物語っていくというものである。
実際に参加者からは「日本の大学は男性社会であるか」「学内で声の大きい人の意見が尊重されすぎている
か」「同じ職業を男女別に考える必要はあるのか」「勉強が好きではない子は大学に進学すべきではないと
思うか」といった問いが出され、これに対し様々な意見が出された。ここから、実は同じ立場でも意見が違っ
たり、違う立場でも共感する点がありうることを体験することで、そこから多様な気付きや発見を生み出
していくことが可能となることが示された。実際に参加者の意見にもＹＥＳ / ＮＯだけでは割り切れない
意見が多く見られた。

最後にコーディネーターの塘 利枝子氏から、刻々と変化してく世界の中で、多様な他者とどう生きてい
くべきか、このことを考えていくことが重要なのではないかと総括され、本ワークショップは終了となった。
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田中 共子　岡山大学 社会文化科学学域 教授
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岸 磨貴子　明治大学 国際日本学部 教授
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